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はじめに

河川や水辺にはたくさんの鳥や魚、昆虫などの動物が生活し、草花や樹

木が生きています。また私たちの憩いの空間としても利用されています。

近年、豊かな自然や美しい景観に対する関心が高まり、若い人からお年寄

りまで日常生活の中にうるおいやゆとりを求める気運が広がっています。

河川は最も身近で日常的に接することのできる優れた自然環境の一つで

あり、河川のもつ自然的な価値、とりわけ多様な生態系を保持し、はぐく

むことが今後の河川整備において重要な要素となってきています。自然環

境の保全は私たちに課せられた重大な使命といえるでしょう。

こうしたことを背景に全国1 0 9の一級水系ならびに9 0の二級水系を対象

に、河川を環境という観点からとらえた基礎情報の収集・整備が行われて

います。これが「河川水辺の国勢調査」と呼ばれているもので、私たちの

天竜川上流工事事務所管内においても平成3年度より鳥類調査、魚介類調

査、植物調査、底生動物調査、両生類・爬虫類・哺乳類調査、陸上昆虫類

等調査と逐次進めてきました。また多自然型川づくり、魚がのぼりやすい

川づくりや水質改善、水辺の楽校
が っ こ う

プロジェクトなど新しい河川整備の方策

についても鋭意取り組んでいます。

この冊子は平成7年に実施した鳥類調査の結果をもとに、天竜川上流域

に生息する主要な鳥類を整理したもので、河川に興味を持っていただくこ

とや河川の自然観察の一助になればと考え作成したものです。

川は生物の多様性を保つ上で重要な役割を果たしていることを十分確認

し、今後も継続して生物情報を蓄積しつつ、多様な生息・生育環境の確保

を図らなければなりません。そして地域固有の文化の育成や川と地域との

密接な関係を築きあげていくために、関係の方々からのご助言を得ながら

逐次内容の充実を図り、より適切な河川環境の保全や管理等を進めていき

たいと考えています。

建設省天竜川上流工事事務所長

野　田　　徹
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監修のことば

信州の中央の諏訪湖から伊那谷を南下し、やがて静岡県を経て太平洋に流れ
込む天竜川は、わが国でも有数の大河川です。この川は長い間にわたって大雨
の度に洪水を起こし、侵食や堆積を繰り返しながら瀬や淵、中洲、峡谷などの
複雑な地形を形成してきました。このように土砂と水とによって形づくられた
舞台の上では、さまざまな種類の植物が育ち、あるものは大道具になったり、
またあるものは小道具になったりしながら、より複雑な舞台装置を用意してい
ます。そして、そのステージの上では私たち人間を含めて、たくさんの動物た
ちがお互いに関わりを持ちながら精一杯演技を続けているのです。

この流域に棲んでいる野鳥たちは水の中の虫や魚を捕まえたり、河川内に生

えている植物の実などをついばんだりして餌にしています。また、石のすき間

や、堤防や橋、草や樹木などに巣を造り、子育てを行っている種類もいるので

す。こうして、鳥たちも天竜川流域という環境に適応しながら、生態系の一構

成員としてがんばって生きています。

ところが、堤防や川底が改修されたりコンクリートで橋やダムが造られたり、

ごみが捨てられたりして、河川環境が少しずつ変化してきています。それによ

って個体数が著しく変化した種や、生活の仕方が変わってきた種が見られるよ

うになりました。私たちは今こそ、天竜川流域の生態系を守っていくための努

力をしなければならないと思います。そんな折、建設省によって「河川水辺の

国勢調査」が全国の河川や湖沼において実施されることになりました。天竜川

でも平成7年度に鳥類調査が行われ、膨大なデータが報告書としてまとめられ

ました。しかし、この報告そのものはごく限られた方の目にしか触れることが

ありません。そこで、なんとか多くの方々に有効に活用していただきたいと考

えていたところ、建設省から一般向けに調査結果を紹介する本の企画をいただ

き、本書の発刊となりました。

本書では天竜川を中心に生息している鳥のうち、代表的な7 0種について一般

的な形態や生活を解説し、特徴ある生態をもった種については、「コラム」で

その生活ぶりや天竜川との関わりなどについて紹介してあります。

最近になって「バードウォッチング」もさかんになり、鳥に興味を持つ方が

増えてきました。その中には、鳥の姿の美しさや可愛らしさに感動する人やき

れいなさえずりを楽しむ人だけでなく、種類を自分で見分ける力をつけたい人

や生活を覗いてみたい人などがおられます。そんな方々にとって、この本が少

しでもお役に立ち、一人でも多くの方が天竜川の鳥の今後について考えていた

だくことができれば幸いです。

最後に、この本を発刊する機会を与えて下さった天竜川上流工事事務所と貴

重な写真を提供していただいた方々、日頃の調査から得た知見を記載して下さ

った皆さんに深甚なる謝意を表します。

豊丘北小学校教諭 大　原　　均
（河川水辺の国勢調査アドバイザー）
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観察へ出かける前に

【出かける前に注意しておくこと】

◆服装…長そで、長ズボン、長ぐつ、ぼうしが基本です。肌がなるべく

隠れるような服装を心がけましょう。

◆天候…天気の悪い日は鳥もあまり活動しません。天気予報や空を確か

めて。

◆持ち物…両手が空くように、必要最小限のものを。

◆身体の具合…身体の調子をよく考えて、無理のない行動をしましょう。

【河原で注意すること】

◆足もと…河原は大小の石がゴロゴロしていてとても歩きにくい所です。

足もとにじゅうぶん注意して下さい。また、水中の石はぬるぬるして

いてとてもすべりやすいので、じゅうぶん注意しましょう。

◆水際
ぎわ

…特に、草がたくさんしげった水際には足を踏み入れないように

しましょう。地面だと思っても、実は水面に草がおおいかぶさってい

るだけかも知れません。

【野鳥観察のマナー】

◆たとえ手が届くところに鳥がいても、絶対にさわらないで下さい。ヒ

ナが地面に落ちていても、拾わないで下さい。必ずそばに親鳥がいま

すし、落ちているように見えても実際は巣立っている場合が多いので

す。

◆春から夏は、川を渡って中洲に入ったり、むやみに草むらにわけ入っ

たりしないようにして下さい。鳥たちの巣や卵を壊してしまうかも知

れません。

◆鳥たちをおどろかさないように、やさしい気持ちで観察して下さい。

【観察用具】

双眼鏡

ぼうし

デイパック、リュック

長そで、長ズボン

長ぐつ

野帳・筆記用具

タオル

図鑑

雨具
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この本の使い方

構　成

本書は、総説、各論、資料編からなります。総説では、天竜川上流の

すがたを、鳥類の生息環境という点から解説しました。また、渡りや繁

殖期など、鳥類の一般的な生活史を示しました。総説の最後には、実際

に野外で鳥を見たとき、何という名前の鳥なのかがわかるための手助け

として、見分け方を検索表にまとめました。各論では、天竜川上流に生

息する代表的な鳥類について、詳しく解説しました。また、天竜川の鳥

類についてさらに詳しいことが知りたい人のために、資料編として、参

考図書やこれまでに天竜川で確認されている鳥のリストを載せました。

種の配列と名前

種の配列（名前の並べ方）と名前（標準和名）は『平成7年度河川水

辺の国勢調査生物種目録』（建設省河川局河川環境課監修：平成7年8月）

に従いました。

各　論

天竜川上流で確認されている代表的な鳥類7 0種を、写真と一般的な習

性、天竜川上流における生息状況を中心に解説しました。ここでとりあ

げた種は、○全域で普通に見られる、○数は少なかったり、生息域がか

たよったりしていても、天竜川の鳥類相を考える上で重要な種、のいず

れかに該当する種です。

各論の記述内容は、あくまでその種の代表的な傾向であるため、特に、

分布や生息時期については地域的に、あるいは年によって異なることが

ある点に注意して下さい。各論の詳しい見方は、24ページに示しました。

コラム

天竜川上流で現在、分布や生活に関して話題になっているテーマにつ

いてわかりやすく解説しました。

資料編

これまでに天竜川で確認されている鳥類のリスト、天竜川上流部の鳥

類に関する文献、参考図書、用語解説などをまとめました。

1 2
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「平成7年度天竜川上流部河川水辺の国勢調査－鳥類調査－」について

本調査は、『平成5年度版河川水辺の国勢調査マニュアル（案）（生物調

査編）』（建設省河川局治水課、1 9 9 3）に準拠し、天竜川上流部（辰野町

～長野－静岡県境）の10地点を中心に実施しました。

調査の内容は事前調査（文献調査、聞き取り調査）と現地調査に分けら

れます。事前調査の結果と現地の状況を踏まえて調査地点を設定し、各調

査地点ではラインセンサス法を基本として、定点観察や集団分布状況調査

などを併せて行い、それらの結果を報告書にまとめました。調査期間と、

現地調査地点を以下に示しました。

調査で確認した鳥類のリストは、資料編114ページに掲載しました。

調査期間

秋季I…1995年9月下旬～10月上旬

秋季II…1995年10月下旬～11月上旬

冬季 …1996年2月上旬～下旬

春季I…1996年4月上旬～下旬

春季II…1996年5月中旬～6月上旬

現地調査地点

1.平岡橋～羽衣崎
は ご ろ も ざ き

橋（113.7km～117.0km）

2.為栗
し て ぐ り

橋～南宮
な ん ぐ う

橋上（120.0km～124.0km）

3.姑射
こ や

橋～天竜橋（139.3km～142.0km）

4.松川合流上～阿島
あ じ ま

橋（148.0km～151.0km）

5.松川天竜橋～北島下島取水堰（162.0km～165.4km）

6.中田切川合流～宮沢川合流（176.0km～179.0km）

7.北の城
じょう

橋～藤沢川合流（185.3km～188.0km）

8.殿島
と の し ま

橋～毛見
け み

橋（189.5km～192.5km）

9.箕輪橋～深沢川合流（201.5km～205.0km）

10.相合
あいあい

橋下～城前
し ろ ま え

橋（209.3km～212.5km）

※（ ）内の数字は天竜川河口（静岡県浜松市）からの距離
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